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平
成
29
年
度
関
東
甲
信
越
医
師

会
連
合
会
救
急
災
害
部
会
お
よ
び

医
療
事
故
調
査
制
度
検
討
部
会

が
、
11
月
18
日
（
土
）
に
都
内
で

開
催
さ
れ
た
。

　

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
猪
口
正

孝
副
会
長
、
新
井
悟
理
事
が
出
席

し
た
。

　

本
部
会
で
は
、災
害
医
療
５
件
、

救
急
医
療
１
件
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

①
災
害
対
応
に
お
け
る
行
政
と
の

協
力
体
制
に
つ
い
て（
神
奈
川
県
）

　

各
都
県
医
師
会
で
は
災
害
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て

行
政
と
の
連
携
・
協
力
体
制
を

と
っ
て
い
る
が
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
等
種
々
災
害
派

遣
チ
ー
ム
を
統
括
し
て
指
揮
を
執

る
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
。
今
後

よ
り
整
備
が
必
要
と
の
意
見
で
一

致
し
た
。

②
災
害
医
療
に
対
す
る
連
携
体
制

に
つ
い
て
（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

の
重
要
性
） 

（
栃
木
県
）

　

い
く
つ
か
の
都
県
医
師
会
で
は

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
な
ど
で
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
の
研
修
も

行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
実
施
し
て

い
な
い
医
師
会
も
あ
っ
た
。

③
大
規
模
災
害
時
の
緊
急
通
信
網

の
確
立
に
つ
い
て
―
特
に
都
県
医

師
会
内
部
の
通
信
手
段
と
し
て
防

災
行
政
無
線
以
外
の
予
備
ま
た
は

補
完
手
段
と
し
て
考
慮
し
て
い
る

通
信
網
に
つ
い
て 

（
埼
玉
県
）

　

ほ
と
ん
ど
の
都
県
医
師
会
は
衛

星
電
話
を
整
備
し
て
い
る
が
台
数

に
制
限
が
あ
る
。
こ
の
中
で
長
野

県
医
師
会
は
大
規
模
災
害
時
に
通

信
制
限
を
受
け
な
い
災
害
時
緊
急

一
斉
連
絡
シ
ス
テ
ム
「
オ
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
を
導
入
し
一
斉
配
信
方

式
を
と
っ
て
い
る
。

④
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
と
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な

ど
他
の
災
害
医
療
支
援
チ
ー
ム
と

の
連
携
に
つ
い
て 

（
千
葉
県
）

　

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と

の
連
携
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
は

東
京
都
だ
け
で
あ
っ
た
。
他
は
す

べ
て
検
討
中
で
あ
っ
た
。

⑤
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
地
域
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
の

連
携
に
つ
い
て 

（
山
梨
県
）

　

地
域
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
と
し
て
組
織
化

さ
れ
て
い
る
の
は
５
県
で
あ
っ

た
。
残
り
は
組
織
化
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
す
べ
て
の
都
県
で
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
と
の
連
携
は
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

⑥
救
急
医
療
受
入
体
制
強

化
と
勤
務
医
長
時
間
労
働

に
つ
い
て
、
都
県
医
師
会

と
し
て
の
対
応
は
ど
う
で

あ
る
か 

（
新
潟
県
）

　

医
師
の
労
務
管
理
を
厳

格
化
す
る
と
医
療
の
縮
小

と
な
る
。
医
師
は
専
門
職

で
あ
る
と
の
立
場
で
現
在

の
医
療
を
維
持
で
き
る
よ

う
方
策
を
考
え
な
い
と
い

け
な
い
と
の
意
見
で
一
致

し
た
。

　

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
⻆
田
徹

副
会
長
、
小
林
弘
幸
理
事
が
出
席

し
た
。

　

医
療
事
故
調
査
制
度
が
導
入
さ

れ
て
２
年
が
経
過
し
、
未
だ
種
々

の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

中
、
本
検
討
部
会
で
は
、
そ
の
中

で
も
現
実
的
な
４
件
の
問
題
点
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

①
院
内
調
査
を
担
う
人
材
育
成
に

つ
い
て 

（
栃
木
県
）

　

大
学
病
院
が
豊
富
に
存
在
す
る

地
域
で
は
人
材
が
豊
富
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
問
題
は
生
じ
て
い

な
い
も
の
の
、
未
だ
教
育
研
修
が

進
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

継
続
的
な
教
育
研
修
、
つ
ま
り
委

員
長
、
外
部
委
員
、
組
織
運
営
、

初
動
態
勢
等
を
担
う
人
材
育
成
が

重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

②
院
内
事
故
調
査
委
員
会
に
お
け

る
院
外
委
員
の
他
県
へ
の
支
援
体

制
に
つ
い
て 

（
新
潟
県
）

　

ほ
と
ん
ど
各
都
道
府
県
内
で
運

営
で
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る

が
、
医
学
的
に
特
殊
性
が
あ
る
も

の
は
、
都
道
府
県
内
だ

け
で
は
対
応
が
困
難
な

地
域
も
存
在
す
る
。
し

か
し
、
派
遣
に
関
し
て

は
医
師
会
を
通
す
べ
き

で
あ
り
、
今
後
、
関
東

甲
信
越
の
連
絡
協
議

会
相
互
の
支
援
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

③
院
内
調
査
報
告
書
が

医
療
訴
訟
の
証
拠
に
用

い
ら
れ
る
目
的
外
使
用

に
つ
い
て 

（
山
梨
県
）

　

今
後
の
一
番
の
検
討

事
項
で
あ
り
、
現
状
で

は
避
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
問
題
も

あ
る
が
、
報
告
書
に
関
し
て
は

リ
ー
ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
地

域
が
存
在
す
る
こ
と
も
理
解
で

き
る
。

④
病
理
解
剖
実
施
を
増
や
す
方
策

と
司
法
解
剖
報
告
書
の
提
供
に
つ

い
て 

（
茨
城
県
）

　

病
理
解
剖
実
施
を
増
や
す
方
策

に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と
に
差
が

あ
る
が
、
今
後
、
病
理
解
剖
の
有

用
性
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
の
み

な
ら
ず
、
遺
族
へ
の
理
解
度
を
深

め
る
の
に
役
立
つ
研
修
制
度
が
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

司
法
解
剖
報
告
書
の
う
ち
、
事
件

性
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に

限
っ
て
は
、
院
内
事
故
調
査
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
日
本
医
師
会
か

ら
捜
査
機
関
に
働
き
か
け
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

　

未
だ
完
熟
し
て
い
な
い
制
度
で

あ
る
が
、
い
か
に
し
て
地
域
差
を

埋
め
る
か
を
考
え
、
少
し
で
も
医

療
従
事
者
、
患
者
に
と
っ
て
満
足

の
い
く
制
度
へ
と
発
展
す
る
よ
う

今
後
も
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

救
急
災
害
部
会

医
療
事
故
調
査
制
度

検
討
部
会
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東
京
２
０
２
０
に
つ
い
て
、
東

京
都
医
師
会
で
は
救
急
委
員
会

と
、
新
し
く
設
置
し
た
外
国
人
医

療
検
討
委
員
会
に
お
い
て
準
備
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
29
年
の
救
急

委
員
会
答
申
で
、
東
京
２
０
２
０

で
の
５
つ
の
重
点
項
目
を
整
理
し

た
。
①
計
画
立
案
と
関
連
機
関
と

の
関
係
構
築
、
②
日
常
的
な
医
療

体
制
の
維
持
の
重
要
性
、
③
リ
ス

ク
管
理
（
熱
中
症
、感
染
性
疾
患
、

性
感
染
症
）、
④
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

リ
ス
ク
の
計
画
と
管
理
（
Ｃ
Ｂ
Ｒ

Ｎ
Ｅ
災
害
）、
⑤
健
康
遺
産
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
設
立
で
あ
る
。

関
連
機
関
と
の
連
携
は
、
組
織

委
員
会
、
東
京
都
、
東
京
消
防
庁

等
と
連
携
を
取
り
計
画
立
案
を

行
っ
て
い
る
。
競
技
場
で
の
救
急

医
療
体
制
は
、
東
京
都
医
師
会
と

地
区
医
師
会
と
で
３
カ
所
の
競
技

会
場
の
観
客
用
医
務
室
を
担
当
す

る
予
定
で
あ
る
（
観
客
１
万
人
当

た
り
医
師
２
名
、
看
護
師
４
名
を

１
チ
ー
ム
と
し
て
配
置
）。
さ
ら

に
、
１
つ
の
競
技
場
で
は
競
技
場

全
体
の
医
療
責
任
者
（Venue 

Medical Officer

：VMO

）
を
担

当
す
る
予
定
で
あ
る
。

リ
ス
ク
管
理
は
、
マ
ス
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ
で
の
熱
中
症
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス

ポ
ン
ダ
ー
に
よ
る
早
期
発
見
・
早

期
治
療
（
冷
却
）
や
広
報
活
動
を
、

さ
ら
に
は
競
技
場
周
辺
、
ラ
ス
ト

マ
イ
ル
で
の
環
境
対
策
を
計
画
し

て
い
る
。
東
京
都
環
境
局
で
は
、

東
京
２
０
２
０
に
向
け
た
東
京
都

「
暑
さ
対
策
」
推
進
会
議
（
２
０

１
７
年
６
月
29
日
）
の
中
で
道
路

の
遮
熱
性
・
保
水
性
舗
装
、
街
路

樹
の
樹
形
拡
大
、
ま
た
ク
ー
ル
エ

リ
ア
創
出
（
日
よ
け
、
ミ
ス
ト
設

備
）
等
を
計
画
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
常
的
な
医
療
体
制

を
維
持
し
な
が
ら
の
マ
ス
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ
で
の
救
急
搬
送
を
円
滑
に

行
う
た
め
の
体
制
は
、
堺
市
医
師

会
の
取
り
組
み
（
重
症
例
は
多
数

の
患
者
が
集
中
し
な
い
比
較
的

離
れ
た
医
療
機
関
に
搬
送
）
な
ど

を
参
考
に
計
画
を
立
て
る
予
定
で

あ
る
。

訪
日
外
国
人
の
救
急
医
療
も
課

題
が
あ
る
。
救
急
委
員
会
救
急
相

談
運
用
部
会
に
て
救
急
相
談
セ
ン

タ
ー
外
国
人
向
け
案
内
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版

（
７
カ
国
語
対
応
）
を
作
成
す
る

ほ
か
、
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
ロ
ゴ

カ
ー
ド
を
作
成
し
、
ホ
テ
ル
、
観

光
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
周
知
を

図
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、「
タ
バ
コ
の
な
い
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

を
Ｉ
Ｏ
Ｃ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
日
本
全
国

に
求
め
て
い
る
。
東
京
都
医
師
会

は
２
０
１
１
年
よ
り
タ
バ
コ
対
策

委
員
会
を
設
置
し
、
受
動
喫
煙
防

止
対
策
を
日
本
医
師
会
と
共
に
国

に
働
き
か
け
、
ま
た
東
京
都
医
師

会
独
自
に
東
京
都
・
東
京
都
議
会

へ
条
例
化
に
向
け
た
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
健

康
遺
産
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
確
立

し
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の

フ
レ
イ
ル
対
策
な
ど
の
健
康
維
持

対
策
も
計
画
し
て
い
る
。

 

（
新
井 

悟
）

東
京
都
医
師
会
で
は
、東
京
２
０
２
０
に
つ
い
て
救
急
委
員
会
と
外
国

人
医
療
検
討
委
員
会
で
準
備
を
行
っ
て
い
る
。平
成
29
年
の
救
急
委
員

会
答
申
で
は
、５
つ
の
重
点
項
目
を
整
理
し
た
。

東
京
２
０
２
０
での

医
療
提
供
体
制
整
備
に
向
け
た

東
京
都
医
師
会
の
取
り
組
み

地区医師会長
連絡協議会報告

平成 30年1月19日（金）

る
医
師
の
資
格
確
認
に
つ
い
て

　

従
来
よ
り
、
医
療
機
関
等
に
お

い
て
医
師
の
採
用
時
に
は
、
医
師

免
許
証
原
本
を
提
示
し
て
医
師
資

格
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
医
師
免
許
証
と
同

様
に
、
医
師
資
格
証
の
提
示
に
よ

る
資
格
確
認
も
新
た
に
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

医
師
資
格
証
は
、
地
域
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
へ
の
ロ
グ
イ
ン
認

証
、
診
療
情
報
提
供
書
等
へ
の
電

子
署
名
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
ド
ク
タ
ー
登
録

の
身
分
証
、
日
医
生
涯
教
育
制
度

の
研
修
受
講
記
録
等
の
利
用
に
対

応
し
て
い
る
が
、
現
在
の
発
行
数

は
、
全
国
で
１
万
枚
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
当
初
有
料
で
あ
っ

た
年
間
利
用
料
が
日
医
会
員
は
無

料
と
な
り
（
５
年
ご
と
の
更
新
料

は
有
料
）、「
日
医
電
子
認
証
セ
ン

タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
書

類
を
印
刷
し
て
郵
送
で
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
医

師
資
格
証
の
さ
ら
な
る
普
及
へ
の

協
力
を
お
願
い
す
る
。

（
２
）
タ
バ
コ
対
策
に
関
す
る
要

望
に
つ
い
て
地
元
首
長
・
区
市
町

村
議
会
へ
の
働
き
か
け
の
お
願
い

に
つ
い
て

　

東
京
都
は
、
２
月
の
都
議
会
に

受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
提
出
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
一
部
の
区
議

会
で
は
受
動
喫
煙
対
策
の
必
要
性

を
認
め
つ
つ
も
条
例
制
定
に
あ

た
っ
て
は
規
制
緩
和
を
求
め
る
意

見
書
・
要
望
書
を
可
決
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
特

に
意
見
書
等
を
可
決
し
た
区
市
町

村
地
元
首
長
・
区
市
町
村
議
会
に

受
動
喫
煙
防
止
対
策
等
に
つ
い

て
正
し
い
理
解
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
各
地
区
医
師

会
長
よ
り
要
望
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
す
る
。
そ
の

際
は
「
た
ば
こ
対
策
に
つ
い
て
の

要
望
書
」
を
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
３
）
平
成
29
年
度
東
京
都
女
性

活
躍
推
進
大
賞
に
つ
い
て

（
４
）
東
京
都
感
染
症
発
生
動
向

調
査
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

感
染
症
法
施
行
規
則
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
①
風
し
ん
を
診
断
し

た
医
師
の
届
出
に
つ
い
て
、
診
断

後
「
直
ち
に
」
届
け
出
る
こ
と
、

②
百
日
咳
を
診
断
後
７
日
以
内
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
五
類

感
染
症
（
全
数
把
握
疾
患
）
と
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、「
感
染
症
発
生

動
向
調
査
事
業
実
施
要
綱
」
等
が

改
正
さ
れ
た
の
で
、
会
員
へ
の
周

知
を
お
願
い
す
る
。

（
５
）
東
京
都
大
気
汚
染
医
療
費

助
成
制
度
の
改
正
に
係
る
対
応
に

つ
い
て

　

東
京
都
の
大
気
汚
染
医
療
費
助

成
制
度
が
４
月
１
日
よ
り
改
正
さ

お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
が
実

施
さ
れ
る
。
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
に
つ
い
て
は
３
億
円
上

積
み
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
」
と

述
べ
た
。ま
た
、２
年
半
後
に
迫
っ

て
い
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た
医

師
会
活
動
に
触
れ
、「
熱
中
症
に

お
け
る
救
急
医
療
や
感
染
症
対
策

を
進
め
る
と
と
も
に
、
競
技
選
手

だ
け
で
な
く
一
般
市
民
も
国
際
交

流
の
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
ち
、

国
民
の
健
康
意
識
を
高
め
る
こ
と

で
、
運
動
習
慣
、
フ
レ
イ
ル
予
防

に
つ
な
が
り
、
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
２
０

２
０
年
か
ら
超
高
齢
社
会
の
ピ
ー

ク
で
あ
る
２
０
２
５
年
に
向
け
た

事
業
に
結
び
付
け
て
い
く
。
い
ず

れ
も
現
場
の
地
区
医
師
会
の
先

生
方
の
力
が
基
盤
と
な
る
」
と
述

べ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
医
師
資
格
証
の
提
示
に
よ

　

尾
㟢
治
夫
会
長
は
挨
拶
の
中

で
、「
国
会
で
予
算
編
成
が
行
わ

れ
て
い
る
。
診
療
報
酬
改
定
は
全

体
で
は
下
が
る
が
、
医
科
は
０
・

63
％
、
介
護
報
酬
は
０
・
54
％
の

プ
ラ
ス
改
定
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
中
医
協
で
病
院
、
診
療
所
等

に
対
す
る
割
当
を
検
討
中
で
あ

り
、４
月
か
ら
新
し
い
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
の
も
と
で
、
医
療
計
画

れ
、
平
成
９
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
は
、
月
額
６
千
円
ま

で
自
己
負
担
が
生
じ
る
。
医
療
機

関
で
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
通
知

が
な
さ
れ
た
の
で
、
会
員
へ
の
周

知
を
お
願
い
す
る
。

（
６
）
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
勧

奨
ポ
ス
タ
ー
等
の
送
付
に
つ
い
て

　

東
京
都
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
の
正
し
い
知
識
の
普
及
と
受
診

率
の
向
上
を
目
指
し
、
検
診
受
診

率
の
特
に
低
い
20
代
前
半
の
女
性

を
主
な
対
象
と
し
た
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。そ
の
一
環
と
し
て
、

女
性
の
健
康
週
間
（
３
月
１
日
か

ら
８
日
ま
で
）
に
合
わ
せ
、
検
診

受
診
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中
で
あ

る
。
２
月
中
旬
以
降
に
配
布
さ
れ

る
の
で
、
会
員
の
先
生
方
へ
の
周

知
お
よ
び
普
及
啓
発
に
協
力
を
お

願
い
す
る
。

（
７
）「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ

ガ
シ
ー
と
し
て
の
健
康
・
タ
バ
コ

フ
リ
ー
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
国

際
会
議
」
等
の
開
催
に
つ
い
て

　

武
見
太
郎
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
関
連
会
議
と
し
て
、
標
記

会
議
を
２
月
18
日
（
土
）
に
東
京

都
医
師
会
館
で
開
催
す
る
。
午
後

に
は
尾
㟢
会
長
が
「
運
動
こ
そ
医

療
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
基
調

講
演
を
行
う
。
会
員
へ
の
周
知
を

お
願
い
す
る
。

（
８
）
日
本
医
師
会 

か
か
り
つ
け

医 

糖
尿
病
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究

事
業
（
Ｊ

─

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
）
参
加
協

力
の
お
願
い
に
つ
い
て

　

日
本
医
師
会
で
は
、
重
症
化
予

防
を
含
む
糖
尿
病
対
策
を
推
進
す

る
た
め
、
研
究
事
業
と
し
て
、
糖

尿
病
患
者
の
症
例
収
集
を
開
始
し

た
。
目
標
の
５
０
０
０
症
例
は
ま

だ
収
集
で
き
て
い
な
い
の
で
、
会

員
の
参
加
協
力
を
お
願
い
す
る
。

（
９
）
平
成
30
年
度
東
京
都
立
高

等
学
校
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
学
校
感
染
症
罹

患
者
等
に
対
す
る
御
配
慮
の
お
願

い
に
つ
い
て

　

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
都

立
高
校
入
試
の
際
、
多
く
の
中
学

生
が
受
検
す
る
一
次
募
集
の
当

日
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
学
校
感

染
症
の
罹
患
や
、
や
む
を
得
な
い

入
院
等
に
よ
り
受
検
で
き
な
か
っ

た
生
徒
の
受
検
機
会
確
保
の
た

め
、
追
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

追
検
査
の
受
検
を
希
望
す
る
場

合
は
、
医
師
の
診
察
を
受
け
、
診

断
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
当
該
生
徒
が
受
診
し

た
場
合
に
は
、
診
断
書
の
発
行

等
協
力
を
お
願
い
す
る
。

（
10
）
平
成
29
年
度
東
京
都
医
師

会
功
労
賞
表
彰
及
び
医
学
研
究

賞
・
グ
ル
ー
プ
研
究
賞
受
賞
記
念

講
演
会
・
医
学
生
活
動
報
告
に
つ

い
て

（
11
）
消
防
機
関
が
行
う
転
院
搬

送
の
要
請
に
つ
い
て

　

東
京
都
で
は
「
傷
病
者
の
搬
送

及
び
受
入
れ
に
関
す
る
実
施
基

準
」
を
一
部
改
正
し
、
転
院
搬
送

の
要
請
に
係
る
基
準
や
手
続
き
等

を
定
め
た
「
消
防
機
関
が
行
う
転

院
搬
送
の
要
請
に
関
す
る
要
領
」

を
策
定
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
平

成
29
年
10
月
１
日
よ
り
東
京
消
防

庁
等
の
救
急
車
に
よ
る
転
院
搬
送

を
要
請
す
る
際
に
は
病
院
だ
け
で

な
く
診
療
所
に
お
い
て
も
「
転
院

搬
送
依
頼
書
」
を
救
急
隊
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

い
く
つ
か
の
診
療
所
に
お
い
て
支

障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
再
度

協
力
を
お
願
い
す
る
。
こ
の
件
に

つ
い
て
救
急
隊
と
の
間
で
何
ら
か

の
事
案
が
発
生
し
た
場
合
は
本
会

へ
報
告
を
お
願
い
す
る
。

（
12
）「
東
京
在
宅
医
療
塾
」の
ペ
ー

ジ
開
設
及
び
「
第
５
回
認
知
症
の

在
宅
医
療
」
に
つ
い
て

（
13
）
東
京
都
医
師
会 

在
宅
医
療

の
24
時
間
体
制
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
病
院
間
の
救
急
搬
送
に
つ
い

て
の
要
望
」
に
つ
い
て

 

（
小
石
川
医
師
会
）

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
供

給
の
不
均
衡
に
つ
い
て

 

（
練
馬
区
医
師
会
）

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他
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12
月
18
日
（
月
）
に
都

内
の
ホ
テ
ル
で
平
成
29
年

東
京
都
医
師
会
役
員
就
任

披
露
な
ら
び
に
年
末
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
は

猪
口
正
孝
副
会
長
の
開
会

の
辞
で
始
ま
り
、
橋
本
雄

幸
理
事
と
蓮
沼
剛
理
事
の

司
会
進
行
で
６
０
０
名
を

超
え
る
出
席
者
を
迎
え
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
尾
㟢
治
夫
会

長
を
筆
頭
と
し
た
新
執
行

部
役
員
、代
議
員
会
議
長
、

副
議
長
の
就
任
披
露
が
行

わ
れ
た
。
尾
㟢
会
長
は
挨

拶
で
、
ま
ず
診
療
報
酬
が

プ
ラ
ス
改
定
と
な
っ
た
こ
と
を
報

告
し
た
。
続
い
て
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
死
亡
の
リ
ス

ク
要
因
で
あ
る
「
タ
バ
コ
対
策
」

と
「
運
動
不
足
」
を
重
点
に
取
り

組
ん
で
い
く
都
医
の
姿
勢
を
述
べ

た
。
ま
た
、
平
成
30
年
は
保
健
医

療
計
画
の
改
定
が
行
わ
れ
、
２
０

２
５
年
に
向
け
て
新
し
い
医
療
体

制
の
構
築
が
始
ま
る
こ
と
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
語
っ
た
。
主
賓

の
横
倉
義
武
日
本
医
師
会

長
は
祝
辞
の
中
で
、
今
年

開
催
さ
れ
た
「
Ｕ
Ｈ
Ｃ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
つ
い
て

説
明
し
、
東
京
都
医
師
会

と
協
力
し
て
日
本
の
医

療
を
世
界
に
発
信
し
て

い
き
た
い
と
述
べ
た
。

小
池
百
合
子
都
知
事
は

祝
辞
の
ほ
か
、
都
民
の
健

康
と
医
療
を
守
る
都
医
の

活
動
へ
の
謝
意
を
述
べ

た
。
ま
た
、
都
医
か
ら
の

提
案
で
始
ま
っ
た
救
急
車

の
再
活
用
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
と
、
超
高
齢
社

会
に
向
け
た
東
京
都
と
し

て
の
決
意
を
語
っ
た
。
続
い
て
尾

崎
大
介
都
議
会
議
長
、
山
口
那
津

男
公
明
党
代
表
が
登
壇
し
挨
拶

し
た
。

諸
岡
信
裕
関
東
甲
信
越
医
師
会

連
合
会
会
長
の
発
声
に
よ
り
乾
杯

が
行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

歓
談
が
進
行
し
た
。
そ
の
後
、
鴨

下
一
郎
自
民
党
東
京
都
支
部
連
合

会
会
長
、
中
川
雅
治
環
境
大
臣
、

菅
原
一
秀
自
民
党
東
京
都
支
部

連
合
会
会
長
代
行
、
武
見
敬
三
参

議
院
議
員
、
羽
生
田
俊
参
議
院
議

員
、
自
見
英
子
参
議
院
議
員
、
三

宅
茂
樹
都
議
会
自
民
党
医
療
政
策

研
究
会
会
長
、
増
子
博
樹
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
幹
事
長
ら
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

会
場
で
は
多
く
の
来
賓
の
方
々

の
話
の
輪
が
広
が
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
２
時
間
が
経
過
し
た
。
盛

況
の
う
ち
に
⻆
田
徹
副
会
長
の
閉

会
の
辞
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

東
京
都
医
師
会
役
員
就
任
披
露 

な
ら
び
に
年
末
懇
親
会

平
成
29
年

東
京
都
医
師
会 

仕
事
始
め

余
名
の
来
賓
、
関

係
団
体
を
招
い
て

仕
事
始
め
の
会
が
執

り
行
わ
れ
た
。

尾
㟢
治
夫
会
長
は

新
年
の
挨
拶
で
、「
２

年
半
後
に
迫
っ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
熱
中
症
対
策
や
訪
日
外
国
人

医
療
等
の
対
策
に
課
題
が
残
っ
て

い
る
。
前
回
の
東
京
大
会
で
は
、

首
都
高
速
道
路
、
新
幹
線
等
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て

残
り
、
そ
の
後
の
高
度
経
済
成
長

へ
と
つ
な
が
っ
た
。
現
在
の
日
本

は
す
で
に
成
熟
し
た
社
会
に
な
っ

て
お
り
、今
回
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
国

民
全
体
が
運
動
に
慣
れ
親
し
み
、

『
運
動
に
よ
り
健
康
に
な
る
』
と

い
う
意
識
を
広
げ
る
こ
と
で
、
関

係
団
体
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て

健
康
面
で
の
レ
ガ

シ
ー
を
残
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
２
月
に

は
東
京
都
議
会
定
例

会
に
お
い
て
受
動
喫

煙
防
止
条
例
案
が
提

出
さ
れ
る
方
針
で
あ

り
、
規
則
の
中
で
は

１
月
４
日
（
木
）
に
東
京
都
医

師
会
館
で
仕
事
始
め
が
開
催
さ
れ

た
。
午
後
１
時
半
か
ら
、
東
京
都

医
師
会
役
職
員
お
よ
び
東
京
都
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
役
員
が

集
ま
り
新
年
の
顔
合
わ
せ
を
行

い
、
午
後
２
時
か
ら
は
１
０
０

飲
食
店
の
面
積
要
件
が
１
５
０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
は
喫
煙
可
、
加

熱
式
タ
バ
コ
は
無
害
な
の
で
除
外

と
の
話
も
あ
る
が
、
厳
し
い
防
止

策
を
求
め
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
来
賓
の
方
々
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
猪
口
正
孝
副

会
長
の
乾
杯
で
懇
談
会
が
始
ま

り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

あ
っ
た
。

12
月
９
日
（
土
）
に
東
京
在
宅

医
療
塾
「
第
４
回
終
末
期
医
療
」

が
開
催
さ
れ
、
約
50
名
が
参

加
し
た
。
司
会
の
森
久
保
雅

道
理
事
は
、
前
回
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た

質
問
へ
の
回
答
と
し
て
、
今

後
褥
瘡
へ
の
対
応
を
取
り
上

げ
る
こ
と
や
、
本
会
ホ
ー
ム

※�本会ホームページに「東京在宅医療塾」を掲載しました。下記URLよ
り各回のテキストデータおよび講義映像を閲覧することができます。
なお、閲覧には会員専用のID、パスワードが必要です。ご不明な場合
はご所属の地区医師会にお問い合わせください。
　https://www.tokyo.med.or.jp/zaitakuiryoujuku

ペ
ー
ジ
か
ら
東
京
在
宅
医
療
塾
の

テ
キ
ス
ト
や
動
画
を
視
聴
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
い
る
こ
と
を
述

べ
た
（
※
）。
ま
た
平
川
博
之
副

会
長
は
開
会
挨
拶
で
、
在
宅
医
療

の
重
要
性
が
診
療
報
酬
改
定
で
評

価
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

話
し
た
。

講
義
は
次
の
３
題
で
あ
っ
た
。

①
が
ん
の
終
末
期
医
療
に
つ
い
て

　

鈴
木 

央
（
鈴
木
内
科
医
院
院

長
）が

ん
の
終
末
期
で
は
予
後
が
短

く
、
回
復
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
人
的
な
対
応
や
チ
ー
ム
医

療
が
必
要
で
あ
る
。
緩
和
ケ
ア
病

棟
以
外
に
一
般
病
棟
も
利
用
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。
オ
ピ
オ
イ
ド
な

ど
の
使
用
法
や
副
作
用
へ
の
対

応
、
さ
ら
に
傾
聴
の
重
要
性
を
指

摘
し
た
。

②
非
が
ん
の
終
末
期
医
療
に
つ

い
て

　

平
原
佐
斗
司 

（
オ
レ
ン
ジ
ほ
っ

と
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

非
が
ん
疾
患
の
緩
和
ケ
ア
の
歴

史
に
つ
い
て
概
説
し
た
。
１
８
７

９
年
結
核
患
者
な
ど
へ
の
ホ
ス
ピ

ス
が
開
始
さ
れ
た
。
非
が
ん
の
終

末
期
で
は
予
後
予
測
が
困
難
で
あ

り
、
回
復
す
る
こ
と
も
多
い
。
苦

痛
は
痛
み
・
消
化
器
症
状
・
う
つ
・

不
眠
な
ど
、
疾
患
や
患
者
に
よ
り

異
な
る
。心
不
全
や
呼
吸
器
疾
患
、

認
知
症
は
、
い
ず
れ
も
基
礎
疾
患

に
加
え
て
緩
和
ケ
ア
の
上
乗
せ
が

必
要
で
あ
る
。
終
末
期
ケ
ア
が
必

要
な
患
者
の
早
期
発
見
方
法
や
緩

和
ケ
ア
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
話

し
た
。

③
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医

療
の
倫
理
に
つ
い
て
―
Ａ
Ｃ
Ｐ
、

Ｌ
Ｗ
、
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｓ
Ｔ
な
ど
の
考
え

方
―

　

森
久
保
雅
道
（
東
京
都
医
師
会

理
事
）

人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
国

の
考
え
方
や
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
た
。
ま
た
医
療
倫
理
の
変
遷
、

過
去
の
医
療
訴
訟
問
題
の
考
察
、

尊
厳
死
、
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
や
治

療
選
択
な
ど
の
話
題
に
触
れ
た
。

ま
た
診
療
報
酬
事
例
と
し
て
、

「
在
宅
が
ん
緩
和
診
療
に
関
す
る

診
療
報
酬
」
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

開会の辞を述べる猪口副会長 閉会の辞を述べる⻆田副会長

挨拶をする尾﨑会長祝辞を述べる横倉日医会長

挨拶をする尾﨑会長

司会の橋本理事

第
４
回 

終
末
期
医
療

第
１
期「
東
京
在
宅
医
療
塾
」

司会の森久保理事
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11
月
25
日
（
土
）
に
新
宿
区
の

ホ
テ
ル
で
新
宿
区
医
師
会
創
立
70

周
年
記
念
式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
た
。
第
一
部
の
記
念

式
典
で
挨
拶
に
立
っ
た
木
島
冨
士

雄
会
長
は
、
60
周
年
か
ら
の
大
き

な
変
化
と
し
て
新
医
師
会
館
の
建

設
と
区
民
健
康
セ
ン
タ
ー
の
開
所

を
挙
げ
、
区
民
に
と
っ
て
利
用
し

や
す
い
、
区
民
の
立
場
に
立
っ
た

医
師
会
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を

報
告
し
た
。
そ
の
後
、
特
別
功
労

会
員
、
功
労
会
員
、
看
護
高
等
専

修
学
校
実
習
病
院
、
永
年
勤
続
職

員
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
戸
澤
弘
明

顧
問
が
受
賞
者
代
表
と
し
て
謝
辞

を
述
べ
た
。
来
賓
祝
辞
で
は
、
横

倉
義
武
日
本
医
師
会
長
の
代
理
と

し
て
道
永
麻
里
常
任
理
事
、
羽
生

田
た
か
し
参
議
院
議
員
、
尾
㟢
治

夫
東
京
都
医
師
会
長
、
吉
住
健
一

新
宿
区
長
を
は
じ
め
多
く
の
方
が

登
壇
し
た
。
新
宿
区
に
は
都
庁
が

あ
り
、
３
つ
の
大
学
病
院
、
国
立

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
高
度
医

療
を
提
供
し
て
い
る
施
設
も
あ

り
、
都
内
で
も
特
殊
な
地
域
で
あ

る
。
そ
の
中
で
会
員
と
の
医
療

連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
長
年
に
わ

た
り
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
述

べ
ら
れ
た
。

第
二
部
の
記
念
対
談
で
は
王
貞

治
氏
が
登
壇
し
、
木
島
会
長
、
佐

久
間
恵
子
会
員
と
の
間
で
さ
ま
ざ

ま
な
内
容
を
話
し
合
っ
た
。
王
氏

の
兄
で
あ
る
鉄
城
氏
は
９
年
前
に

亡
く
な
っ
た
が
、
30
年
以
上
に
わ

た
っ
て
新
宿
区
医
師
会
員
で
あ
り

医
師
会
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
た
。
そ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
行

わ
れ
た
記
念
対
談
だ
っ
た
。
王
氏

は
兄
と
の
関
係
、父
の
こ
と
、ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
の
こ
と
、
ホ
ー
ク
ス
の

こ
と
と
多
く
を
話
さ
れ
た
が
「
野

球
の
勝
負
で
は
同
じ
こ
と
は
決

し
て
な
い
」
と
言
っ
た
こ
と
が
印

象
的
で
、
我
々
の
医
療
に
も
共
通

す
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
た
。

第
三
部
の
祝
賀
会
は
、
新
宿
区

と
関
係
の
あ
る
、衆
参
国
会
議
員
、

都
議
会
議
員
か
ら
の
お
祝
い
の
言

葉
が
あ
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
新
宿
区
医
師
会
混
声
合
唱
団

の
合
唱
と
新
宿
区
医
師
会
白
衣
連

の
阿
波
踊
り
が
披
露
さ
れ
和
や
か

に
行
わ
れ
た
。

板
橋
区
医
師
会
が
創
立
70
周
年

を
迎
え
、
11
月
18
日
（
土
）
に
都

内
の
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
を
盛
大
に

開
催
し
、１
４
４
名
が
出
席
し
た
。

水
野
重
樹
板
橋
区
医
師
会
長
に

よ
る
開
会
挨
拶
で
は
「
板
橋
区
医

師
会
は
、
時
代
や
社
会
の
変
化
に

伴
う
社
会
保
障
制
度
の
改
革
に
対

応
し
、
板
橋
区
医
師
会
病
院
、
板

橋
区
医
師
会
立
看
護
高
等
専
修
学

校
の
運
営
を
は
じ
め
、
板
橋
区
医

師
会
在
宅
医
療
セ
ン
タ
ー
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き

た
。
近
年
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
啓
発

や
、
健
康
者
、
病
気
罹
患
者
、
障

害
者
が
共
に
地
域
で
生
活
で
き

る
体
制
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。

板
橋
区
医
師
会
は
、
今
後
も
板
橋

区
民
に
対
す
る
医
療
の
み
な
ら

ず
、
保
健
や
健
康
維
持
・
増
進
に

貢
献
し
て
い
く
」
と
決
意
が
述
べ

ら
れ
た
。

続
い
て
、
今
村
聡

日
本
医
師
会
副
会
長

が
横
倉
義
武
日
医
会

長
の
祝
辞
を
代
読
し

た
。
は
じ
め
に
横
倉

会
長
が
世
界
医
師
会

長
に
就
任
し
た
こ
と

を
報
告
し
、「
板
橋

区
医
師
会
は
都
内
唯

一
の
医
師
会
立
病
院
を
中
心
に
、

区
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
取
り

組
み
に
専
心
し
て
い
る
。
高
度
成

長
期
に
建
設
さ
れ
た
高
島
平
団
地

は
高
齢
化
問
題
が
潜
在
し
て
い
る

が
、
板
橋
区
医
師
会
が
運
営
す
る

在
宅
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
と

介
護
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

（
医
療
と
介
護
の
総
合
的
な
窓
口

機
能
）
の
提
供
を
可
能
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
経
済
新
聞
社
が

実
施
し
た
「
第
２
回
介
護
・
高
齢

化
対
応
度
調
査
」
で
板
橋
区
が
１

位
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
高

齢
社
会
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
」
と
賛
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

尾
㟢
治
夫
会
長
は
「
板
橋
区
医

師
会
は
こ
れ
ま
で
地
域
医
療
や
福

祉
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
お
り
、

板
橋
区
医
師
会
の
主
催
に
よ
る
医

学
会
と
区
民
公
開
講
座
は
他
の
地

区
医
師
会
の
模
範
と
な
っ
て
い

る
」
と
称
賛
し
た
。

歓
談
中
は
板
橋
区
医
師
会
の
活

動
が
映
写
さ
れ
、
若
か
り
し
姿
、

懐
か
し
き
先
輩
の
一
枚
一
枚
が
会

場
を
和
ま
せ
て
い
た
。

板
橋
区
医
師
会 

創
立
70
周
年
記
念
祝
賀
会

日時：3月11日（日） 14時30分～18時
会場：東京都医師会館 2階講堂（千代田区神田駿河台2-5）
1. 会長挨拶 東京都医師会長 尾﨑治夫

2. 表 彰 式 1）功労賞表彰
 2）医学研究賞・グループ研究賞・医学研究賞奨励賞表彰
 3）被表彰者謝辞

3. 受賞講演
❖ 医学研究賞
 「オルガノイド技術が拓くがん個別化治療への道」
  慶應義塾大学医学部内科学（消化器） 訪問研究員 藤井正幸（東京大学医師会）
 「筋萎縮性側索硬化症の病態メカニズムの解明」
  慶應義塾大学医学部神経内科 助教 椎橋　元（慶應医師会）
❖ グループ研究賞
 「診療科と職種を超えた女性医学医療の振興のための連携」
  特定非営利活動法人女性医療ネットワーク 代表 対馬ルリ子（中央区医師会）

4. 医学生活動報告
❖ Medical Future Fes 武藤康輔
❖ 関東医学部勉強会サークルKeMA 髙橋健祐

5. 特別講演（専門医共通講習【③医療安全（必修）】1単位）
 「医療安全の光と影」
 講師：東京都医師会理事
 　　　順天堂大学医学部附属順天堂医院　
 　　　　総合診療科・病院管理学 教授　小林弘幸
 ※日本医師会生涯教育制度1単位、カリキュラムコード7（医療の質と安全）

対　　象 ▶ 医師、医学生、医療関係者　　参 加 費 ▶ 無料
申 込 み ▶ ご所属の地区医師会を通してお申し込みください。
　　　　　  非会員、医学生、医療関係者は下記問合先にご連絡ください。
申込締切 ▶ 定員（200名）に達し次第
問 合 先 ▶ 東京都医師会 広報学術情報課（TEL：03-3294-8821）

平成29年度 東京都医師会功労賞表彰及び
医学研究賞・グループ研究賞 
受賞記念講演会・医学生活動報告

日時：3月10日（土） 15時～17時45分
会場：東京都医師会館 2階講堂（千代田区神田駿河台2-5）
1. 会長挨拶 東京都医師会長　　尾﨑治夫

2. 来賓挨拶 日本医師会長　　　横倉義武

3. はじめに 東京都医師会理事　目々澤 肇

4. 特別講演
　「AIがもたらす明日の医療」
　　富士通株式会社 常務理事 首席エバンジェリスト 中山五輪男

5. 講　　演　医療とICTの関わりを様々な切り口から考える
　１）「遠隔診療の現状と展望」
 京都府立医科大学 特任助教
 デジタルハリウッド大学大学院 客員教授 加藤浩晃

　２）「情報通信技術（ICT）や人工知能（AI）を活用した診断支援の試み」
 慶應義塾大学病院精神神経科 講師 岸本泰士郎
　３）「豊島区におけるメディカルケアステーションの利活用について2
 ～医療介護検索システムの連動とMCSアプリ～」
 東京都医師会医療情報検討委員会副委員長 土屋淳郎

　４）「立川市医療介護資源マップ作成の取り組み
 東京都医師会医療情報検討委員会委員 荘司輝昭

6. パネルディスカッション
対　　象 ▶ 医師、医学生、医療関係者、ベンダー等　　参 加 費 ▶ 無料
申 込 み ▶ ご所属の地区医師会を通してお申し込みください。
　　　　　  非会員、医学生、医療関係者等は下記問合先にご連絡ください。
申込締切 ▶ ３月２日（金）
取得単位 ▶ 日本医師会生涯教育制度2単位
　　　　　  （カリキュラムコード：7、9、12、13各0.5単位）
問 合 先 ▶ 東京都医師会 広報学術情報課（E-mail:jouhou@tokyo.med.or.jp）
Ｗ Ｅ Ｂ ▶ 当日来場できない方のために映像配信を行います。
　　　　　  https://www.tokyo.med.or.jp/7069

第30回 医療とITシンポジウム
メインテーマ:未来の医療を見据えてICT活用の目的を再検討する

新
宿
区
医
師
会 

創
立
70
周
年
記
念
式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会

開会挨拶をする水野会長

挨拶をする木島会長
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　東京都医師会では、関東信越厚生局東京事務所（以下:厚生局）、東京都福祉保健局の三者共催により、平成30年度の診療報酬と介護報酬の同時
改定に伴う講習会を開催いたします。
　講習内容は各回共通の3部構成で、対象地域を分けて合計6回開催します。第2部の厚生局による「集団指導」は、都内の全保険医療機関を対象に
診療報酬改定内容の周知徹底のために行われますが、本講習会を欠席したことにより後日、指導等が実施されることはありません。本講習会はあく
までも任意参加の講習会です。
　3月上旬頃、厚生局から各保険医療機関宛に「診療報酬改定時の集団指導」として本講習会の開催通知が送付されますので、出席する場合は、同封
の「出席票」を持参の上、会場までお越しください。事前申込みは不要ですが、会場の収容人数の関係上、1医療機関1名による該当日への参加にご
協力をお願いいたします。

［内　　容］ 
　第1部　平成30年度 診療報酬改定の経緯について（10分）
　第2部　集団指導
　　　　  （1） 平成30年度 診療報酬点数表の改定について（80分）
　　　　  （2） 施設基準および届出事項について（45分）

〈休憩（15分）〉
　第3部　平成30年度 介護報酬の改定について（40分）

［対　　象］
　東京都内の保険医療従事者または事務担当者　1医療機関1名

［会　　場］
　「たましんRISURUホール」　住所:立川市錦町3-3-20
　「新宿文化センター」　　　　住所:新宿区新宿6-14-1

［参 加 費］
　無料

［参加方法］
　自由参加制（事前申込不要）
　当日は、厚生局から通知される「出席票」を持参してください。

［共　　催］
　東京都医師会、関東信越厚生局東京事務所、東京都福祉保健局

平成30年診療報酬・介護報酬改定講習会および
診療報酬改定に伴う集団指導

たましんRISURUホール
・JR中央線 立川駅南口より　徒歩13分
・JR南武線 西国立駅より　徒歩7分
・多摩モノレール 立川南駅より　徒歩12分

新宿文化センター
・東京メトロ副都心線／都営大江戸線 東新宿駅より　徒歩5分
・東京メトロ丸ノ内線 新宿三丁目駅より　徒歩7分
・都営新宿線 新宿三丁目駅より　徒歩10分
・JR／京王線／小田急線 新宿駅東口より　徒歩15分

【診療報酬改定に関する問い合わせ】　東京都医師会 医療保険課　　　03-3294-8838
【介護報酬改定に関する問い合わせ】　東京都医師会 医療介護福祉課　03-3294-8835
※ 詳細は、3月上旬頃に厚生局から各保険医療機関宛に「診療報酬改定に伴う集団指導の実施のお知らせ」

として通知されますのでご確認願います。

問
合
先

日　程 時　間 会　場
第
１
回

3月23日（金） 13時30分～16時40分　12時30分開場 たましんRISURUホール

対象地域 八王子市、青梅市、府中市、調布市、町田市、福生市、東久留米市、稲城市、あきる野市、羽村市、西東京市、瑞穂町、日の出町、桧原村、奥多摩町

第
２
回

3月23日（金） 18時00分～21時10分　17時00分開場 たましんRISURUホール

対象地域 立川市、武蔵野市、三鷹市、昭島市、小金井市、小平市、日野市、東村山市、国分寺市、国立市、狛江市、東大和市、清瀬市、武蔵村山市、多摩市

第
３
回

3月27日（火） 13時30分～16時40分　12時30分開場 新宿文化センター

対象地域 千代田区、中央区、港区、文京区、台東区、品川区、大田区、豊島区
島しょ（大島町、利島村、新島村、神津島村、三宅村、御蔵島村、八丈町、青ヶ島村、小笠原村）

第
４
回

3月27日（火） 18時00分～21時10分　17時00分開場 新宿文化センター

対象地域 新宿区、目黒区、世田谷区、渋谷区、中野区、杉並区、北区

第
５
回

3月28日（水） 13時30分～16時40分　12時30分開場 新宿文化センター

対象地域 墨田区、江東区、荒川区、板橋区、練馬区、足立区、葛飾区、江戸川区

第
６
回

3月28日（水） 18時00分～21時10分　17時00分開場 新宿文化センター

対象地域 東京都全地域
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霜
降
り
の
声
を
聞
く
こ
ろ
、

毎
年
農
家
を
営
む
秋
田
の
親
戚

か
ら
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
新

米
が
届
く
。
酒
呑
み
の
私
は
普

段
夕
食
で
は
米
を
あ
ま
り
食
べ

な
い
が
、
こ
の
時
期
だ
け
は
先

祖
の
恵
み
を
あ
り
が
た
く
い
た

だ
い
て
い
る
。
誰
方
も
自
分
好

み
の
白
米
の
供
を
お
持
ち
だ
ろ

う
。
明
太
子
、
納
豆
、
佃
煮
然

り
、私
の
一
番
は
「
焼
き
海
苔
」

だ
。
軽
く
炙
り
、
パ
リ
っ
と
さ

せ
醤
油
を
少
々
つ
け
ご
飯
と
と

も
に
一
口
放
り
込
む
、
こ
れ
は

も
う
至
福
の
一
杯
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
大
森
は
海
苔
の

ふ
る
さ
と
と
し
て
知
ら
れ
る
。

大
森
の
海
苔
づ
く
り
は
今
か
ら

３
０
０
年
前
に

始
ま
っ
た
そ
う

だ
。
大
森
は
海

苔
の
一
大
産
地

と
し
て
発
展

し
、
日
本
各
地

へ
と
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
る
。
明

治
時
代
に
は
本

場
乾
海
苔
産
地

と
し
て
か
つ
て

な
い
賑
わ
い
を

見
せ
た
。
し
か

し
時
は
経
ち
昭

和
38
年
、
東
京

都
沿
岸
部
の
埋

め
立
て
計
画
に

よ
り
そ
の
歴
史

に
幕
が
下
ろ
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
海
苔
に
纏
わ
る
よ
も

や
ま
話
、
私
が
大
森
に
住
ん
で

い
る
か
ら
詳
し
い
と
い
う
訳
で

は
な
い
。
と
っ
て
お
き
の
場
所

が
あ
る
の
だ
。
京
急
平
和
島
駅

か
ら
徒
歩
15
分
、
平
和
の
森
公

園
に
隣
接
す
る
「
大
森
海
苔
の

ふ
る
さ
と
館
」
に
一
度
足
を
お

運
び
い
た
だ
き
た
い
。
３
階
建

て
の
広
々
と
し
た
展
示
場
に

な
っ
て
お
り
、
海
苔
下
駄
の
体

験
や
海
苔
劇
場
な
ど
年
齢
を
問

わ
ず
楽
し
め
る
。
ま
た
、
展
望

テ
ラ
ス
か
ら
は
か
つ
て
の
大
森

海
岸
を
再
現
し
た
海
浜
公
園
が

一
望
で
き
る
。
静
か
な
入
り
江

を
眺
め
て
い
る
と
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
に
包
ま
れ
る
。
そ
し
て

お
帰
り
の
際
は
、
点
在
す
る
老

舗
海
苔
店
で
、
い
ま
は
地
元
産

で
は
な
い
「
大
森
の
海
苔
」
を

お
ひ
と
つ
ど
う
ぞ
。

�

（
大
森
医
師
会
・
藤
田
博
之
）

　

２
０
２
５
年
を
想
定
し
て
地
域
医
療
構
想
と
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
が
進
行
し
て
い
る
中
、
２
０
１
８
年
に
は
医
療
・
介

護
の
診
療
報
酬
の
同
時
改
定
が
行
わ
れ
る
。
病
院
の
経
営
戦
略

を
立
て
る
際
に
何
を
考
え
、
何
を
行
う
か
の
分
水
嶺
と
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。
本
書
は
、
で
き
な
い
理
由
を
徹
底
的
に
排
除
し
ど

う
す
れ
ば
で
き
る
の
か
を
中
心
に
練
ら
れ
た
、
ま
さ
に
攻
め
る

診
療
報
酬
攻
略
本
で
あ
る
。

　

１
章
で
は
病
院
機
能
毎
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
提
示
し
、

２
章
で
は
実
際
の
例
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
掲
載
す
る
。

院
長
、
事
務
長
、
看
護
部
長
の
や
り
取
り
が
書
か
れ
て
お
り
臨

場
感
を
伝
え
て
く
れ
る
。
自
院
の
立
ち
位
置
へ
の
道
筋
と
施
設

基
準
を
明
確
に
し
て
く
れ
、
必
要
な
加
算
が
取
れ
る
よ
う
に
導

い
て
く
れ
る
。
３
章
で
は
、
２
０
１
８
年
の
同
時
改
定
へ
の
予

測
と
対
策
、
２
０
２
５
年
へ
の
転
換
に
向
け
て
長
期
的
展
望
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

病
院
の
経
営
者
の
み
な
ら
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
に
も
一
読

し
て
い
た
だ
け
る
と
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
ま
で
忍
び
寄
る
将
来
へ

の
予
測
に
役
立
つ
は
ず
で
あ
る
。

発
行
▼
医
学
通
信
社　

価
格
▼
２
５
０
０
円（
税
別
）

“攻める”診療報酬
─戦略と選択
自院のポジショニングと機能を
いかに最適化させるか
工藤 高 著

119昨
年
、
厚
生
労
働
省
に
て
全
国

在
宅
医
療
会
議
が
立
ち
上
が
っ

た
。
平
成
29
年
３
月
に
、
会
議
の

関
係
者
が
基
本
的
考
え
に
沿
っ
て

実
効
的
に
活
動
し
て
い
く
た
め
、

在
宅
医
療
の
推
進
に
向
け
て
重
点

的
に
対
応
す
べ
き
分
野
な
ど
を
定

め
た
重
点
分
野
を
策
定
し
、
各
団

体
が
今
後
実
施
し
て
い
く
具
体
的

な
取
り
組
み
の
予
定
な
ど
を
ま
と

め
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
議
論

の
過
程
に
お
い
て
、
各
団
体
の
代

表
の
意
見
か
ら
、
在
宅
医
療
に
関

す
る
概
念
、
考
え
方
に
違
い
が
あ

り
、
今
後
解
決
す
べ
き
大
き
な
課

題
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

大
き
な
違
い
は
後
で
述
べ
る
と
し

て
、
そ
の
中
で
重
点
分
野
が
承
認

さ
れ
た
。

１　

在
宅
医
療
に
関
す
る
医
療
連

携
、
普
及
啓
発
モ
デ
ル
の
構
築

国
民
が
安
心
し
て
在
宅
医
療
を

選
択
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
の

提
供
体
制
を
着
実
に
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
自
治
体
や
関
係
団
体
に
よ
る

体
制
構
築
に
資
す
る
よ
う
な
、
医

療
機
関
連
携
モ
デ
ル
や
構
築
に
至

る
プ
ロ
セ
ス
を
整
理
、収
集
す
る
。

ま
た
、
国
民
の
視
点
に
立
っ
た
、

分
か
り
や
す
い
普
及
啓
発
を
実
施

す
る
た
め
、
地
域
の
事
例
に
つ
い

て
も
整
理
、
収
集
す
る
。

２　

在
宅
医
療
に
関
す
る
エ
ビ
デ

ン
ス
の
蓄
積

国
民
の
主
体
的
な
選
択
に
資
す

る
よ
う
な
情
報
を
、
客
観
的
な

デ
ー
タ
に
基
づ
き
示
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

以
下
の
よ
う
な
研
究
を
推
進
し
て

い
く
。（
１
）
疾
病
の
進
行
や
治

療
等
、
患
者
が
た
ど
る
プ
ロ
セ
ス

等
に
関
す
る
研
究
、（
２
）
在
宅

医
療
に
適
し
た
患
者
の
状
態
、
環

境
条
件
に
関
す
る
研
究
、（
３
）

在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
有
効
性
、

手
法
の
標
準
化
に
関
す
る
研
究
、

で
あ
る
。

こ
う
し
た
議
論
の
中
で
あ
る
県

の
医
師
か
ら
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い

た
。「
当
県
の
実
情
は
、
在
宅
医

療
を
議
論
す
る
中
で
の
イ
メ
ー
ジ

と
違
い
す
ぎ
る
。
一
般
地
域
の
か

か
り
つ
け
医
は
病
気
や
障
害
が
あ

り
通
院
困
難
で
あ
っ
て
も
、
健
常

在
宅
医
療
の
様
変
わ
り

 

Ｐａｒ
ｔ
Ⅱ

　
　
医
療
法
人
社
団 

つ
く
し
会 

　
　
新
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

新
田
國
夫

な
方
が
通
院
し
て
受
け
る
医
療
と

同
じ
医
療
を
在
宅
で
提
供
す
る
と

考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
一
方
、
ど

の
よ
う
な
身
体
状
況
で
あ
っ
て
も

そ
の
状
況
に
応
じ
て
、
自
分
の
で

き
る
範
囲
で
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
個
の
尊
厳
を
尊
重
し
て
、
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
を
医
療
を
通
じ

て
支
え
る
考
え
方
が
あ
り
、
そ
の

発
想
は
全
く
異
な
る
よ
う
だ
」
と

の
メ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

「
日
本
医
師
会
の
か
か
り
つ
け
医

の
定
義
に
も
在
宅
医
療
を
行
う
と

は
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
の
ご
意

見
を
伺
い
、
過
去
10
年
間
の
日
医

か
ら
の
提
案
も
、
地
域
の
医
師
会

員
に
と
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
受
け

取
り
方
が
あ
る
と
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

私
は
か
か
り
つ
け
医
の
在
宅
医

療
を
基
本
と
し
て
考
え
て
い
る

が
、
か
か
り
つ
け
医
と
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
と
の
在
宅
医
療
に
違

い
が
あ
る
と
も
考
え
て
い
な
か
っ

た
。
確
か
に
、
メ
ー
ル
で
述
べ
ら

れ
た
よ
う
な
議
論
が
各
都
道
府
県

に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、

病
院
医
師
、
多
職
種
、
行
政
が
同

席
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
の
中
で

在
宅
医
療
に
関
す
る
考
え
方
の
ズ

レ
が
存
在
し
、
こ
の
ズ
レ
に
対
し

て
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
医
療
介
護
一
体
改
革

法
案
が
成
立
し
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
確
立
の
方
向
性
の
中
で

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
、

在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
が
進
め

ら
れ
た
が
、
国
民
に
と
っ
て
分
か

り
や
す
く
説
明
で
き
る
在
宅
医
療

は
明
確
に
で
き
て
い
な
い
。
根
拠

に
基
づ
く
情
報
を
提
供
で
き
、
在

宅
医
療
が
選
択
で
き
る
方
法
の
確

立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

趣 味 の 散 歩

海苔づくりの歴史と
文化が楽しめる

大森海苔のふるさと館

知ってますか？

マスギャザリングとは、「一定期間、
制限された地域において、同一目的
で集合した多人数の集団」と日本集
団災害医学会により定義されてい
る。ボストンマラソン、パリでのコン
サート中に起こったテロにもこの言
葉が使われる。さらに集団食中毒、
人混みでのインフルエンザ感染、特
に高校、大学の寮で発生する髄膜
炎菌性髄膜炎などがマスギャザリン
グ感染症といわれている。

マスギャザリング 感染症
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石井 史中野区医師会

　今、長野県戸隠の実家に向かう新幹線の中である。
　父は現在88歳、私が生まれる前に開業し、地域の人と毎日向かい合ってささ
やかな診療を続けてきた。お酒とたばこが大好きで、毎日晩酌を欠かさない父
であった。夕食時、日本酒を飲みながらいろいろな話をしていた。学徒動員に
行ったころの話から始まり教育・政治…酔うと話が長くなり、私たち5人兄弟
はそーっと食卓を離れ、最後に残る母は適当に相槌をうって父の相手をしてい
た…毎日同じ話を聞く母はさぞかしうんざりしていたと思う。5年前の83歳の
時に脳梗塞を発症、86歳まで診療を続けたが、その後は足が弱くなり寝て過ご
す時間が多くなっていた。
　この2年間、少しずつ弱っていく父の顔を見に、またひとりで父の介護を続
ける母が心配で、週末や連休に実家に帰るようにしていた。1年ほど前に実家

に帰り、私がひとりでウイスキーを飲んで美味しかったので、父が寝ている横
に行き、また一緒に飲みたいね！ と声をかけたら「もういいよ、飲みつくした
から」という返事が返ってきた。たばこは？ と聞くと「吸いつくしたから、も
ういいよ」と。私は思わずふ、ふ、ふ…と笑ってしまった。
　その後も少しずつ弱り、今年になってからは会話ができない状態である。今、
父からは「十分生きたよ」という言葉が返ってきそう…返ってくると思う。
　新聞でこんな言葉を目にした。高知あたりの言い回しで「ミテル」は人が死ぬ
こと、物がなくなること。「満たす」の古い形で、いっぱいにするという意味。
死をこのように、終了ではなく満期と考えると死への心構えも変わってくる。
 （中野区医師会新聞 平成29年2月 No.596から抜粋）

人生の満期に向かう父
ふれあいポスト 各地区会報から

藤澤秀樹立川市医師会

　1964年10月10日。この日のことはよく覚えている。天気は晴れ。昼過ぎか
ら白黒テレビの前にかじりついて「東京オリンピック」の開会式を両親と見てい
た。順序は細かく覚えていないが、耳に心地の良いオリンピック・マーチととも
に、国立競技場に多くの選手団が入場してきた。聖火が灯され、たくさんの鳩
が放たれた。上空高くブルーインパルスのF-86Fセイバー5機が、（色はあとで
確認したのだが）5色のスモークで大きな五輪のマークをきれいに描いた。
　第2次世界大戦後19年。復興をかけての国を挙げての事業だった。おかげで
首都高速道路の基礎が整備され、羽田と浜松町間に東京モノレールが開業し、
夢の超特急と言われた東海道新幹線ひかり0系が東京～新大阪間を4時間弱、最
高時速200㎞で走り抜けた。競技に使われる時計に大きくSEIKOと書いてあっ
た。日本の時計だ。「日本ってすごい」と思った。
　「この日のために…」で始まる東京オリンピック賛歌を授業で習った。こころ
とからだを鍛えて、若人みんなで心を合わせてオリンピックを迎えようと教育
の現場で指導された。小遣いを貯めて、5＋5円の寄付つき記念切手を買いに郵
便局に並び、100円や1,000円の記念硬貨を何とか手に入れようとした。
　とにかくオリンピックに向けて、官民を問わずに、老いも若きにも一体感があっ
たし、高揚する気持ちが強かった。当時の小学5年生には、努力すれば希望がす
べて叶うかのように思えた。そんな時代だった。
　ところで、3年先には東京で再びオリンピックが開催されるのに、緊張感のな
いこの白け切った雰囲気は何だろう。各種競技の選手たちには活気があって見
ていて頼もしいけれど、主催元に全く元気が感じられない。
　シンボルマークでケチがつき、新国立競技場の設計でケチがつき、近隣県と
負担金の問題でケチがつき、何かパッとしない。競技が始まったら観戦してい
て楽しいに決まっているのだから、やるならもっと明るく元気に企画・実行して
ほしいと思う。

　国民の代表である政治家の皆さんは、大義なき選挙でオリンピックどころじゃ
ないらしいけれど、こんなことではたくさんやってくる外国のお客さんたちを懇
切丁寧に「おもてなし」できるのだろうか？ オリンピックの音頭を取る責任者って
一体誰なの？ と今さらながら心配になるこの頃である。
 （立川市医師会ニュース 平成29年10月 第566号から抜粋）

東京オリンピックよ、もっと明るく・元気に！

川辺 練馬区医師会  荻野公嗣
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睡眠と活動

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　

精
神
科
の
外
来
で
は
不
眠
の
相
談
が

多
い
。
近
頃
は
睡
眠
剤
が
デ
ー
ト
レ
イ

プ
ド
ラ
ッ
グ
と
し
て
悪
用
さ
れ
る
の
で

注
意
せ
ざ
る
を
得
ず
、
世
知
辛
い
世
の

中
と
憤
慨
し
て
い
る
。

　

不
眠
に
関
し
て
は
、
普
段
の
生
活
リ

ズ
ム
や
活
動
量
、
生
活
環
境
な
ど
を
伺

い
、
睡
眠
に
纏
わ
る
説
明
や
睡
眠
教
育

を
し
、
一
般
的
な
不
眠
は
心
配
が
少
な

い
旨
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
寝

付
け
な
い
・
す
ぐ
に
起
き
て
し
ま
う
・

眠
り
が
浅
い
な
ど
、
辛
い
状
態
を
早
く

解
決
し
た
い
と
苦
痛
の
訴
え
が
あ
る
。

精
神
疾
患
由
来
の
不
眠
で
は
、
そ
ち
ら

の
治
療
で
改
善
す
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
生
活
習
慣
や
活
動
量
な
ど
と
関
係

す
る
不
眠
で
は
、
ま
ず
生
活
環
境
の
調

整
が
大
切
だ
。
布
団
に
入
っ
て
い
る
と

い
う
状
態
で
も
、
寝
付
け
な
い
で
も
が

い
て
い
る
時
と
二
度
寝
や
微
睡
み
の
時

で
は
、気
分
が
大
分
違
う
。
前
者
と
比
べ
、

後
者
は
多
く
の
人
に
快
適
で
あ
る
。
活

動
の
興
奮
が
残
っ
て
い
る
状
況
と
、
一

眠
り
し
て
刺
激
が
和
ら
ぎ
心
地
よ
い
布

団
の
温
も
り
に
包
ま
れ
て
い
る
状
況
の

差
で
あ
る
。
朝
は
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
や
セ

ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌
が
増
え
る
。
そ
の
影

響
で
安
心
感
や
気
力
も
出
や
す
い
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
最
近
は
多
様
な
生
活

様
式
と
な
り
、
活
動
の
日
内
リ
ズ
ム
も

均
一
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

が
ホ
ル
モ
ン
や
神
経
伝
達
物
質
の
放
出

リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
繋
が
っ
て
い
る
。
作

業
能
率
の
ほ
か
、
消
化
器
症
状
、
倦
怠

感
な
ど
自
律
神
経
の
不
調
も
生
じ
や
す

く
な
る
。

　

産
業
界
で
は
働
き
方
改
革
、
長
時
間

労
働
の
規
制
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る

が
、
単
な
る
労
働
時
間
だ
け
で
は
な
く

睡
眠
覚
醒
リ
ズ
ム
に
も
配
慮
さ
れ
た
対

策
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

（
石
井
一
平
）

感
染
症
豆
知
識

　性感染症の範疇に入れるには異論があるHPV（ヒトパピロー
マウイルス）感染。というのは、HPV感染から子宮頸がんへと
進行する自然史を概観すると、クラミジアや淋菌などの感染症
とは趣を異にしているからである。
　子宮頸がんの原因の100%近くはHPVによるものだ。性交経
験がある女性の80%ほどが50歳までに感染すると言われてい
る。150種類ほどあるHPVのうち15種類ほどが高リスク型に分
類されており、一部は、自身の免疫力で排除されるものの、何
らかの理由で感染が持続すると子宮頸がんになることがある。
その割合は感染者の約0.1%と推計されている。
　原因が明らかになったことから、ワクチンの開発が進み、わ
が国でも2010年度から公費助成が、13年4月には小6から高1
の女子を対象に子宮頸がんの原因の5～7割近くを占める
HPV16・18型のワクチンの定期接種が始まった。しかし、接種
後に痛みや運動障害などの体調不良を訴える女子が相次いだ
ことから同年6月に、国は「定期接種はやめないが、積極的な
勧奨をしない」ことを決め、それが今日まで続いている。国の
発表によれば、70%近くあったワクチン接種率が15年度には対
象者の僅か0.5%に低下しているというのだ。
　「検診を受けていれば」という声をよく耳にするが、ワクチ
ン接種と、前癌病変を早期に発見する検診とは目的が大きく異
なっている。早期発見後には円錐切除という手術が行われるこ
とになり、結果、流産や早産の原因になることは少なくない。
　接種勧奨の再開が遅れれば遅れるほど、ワクチンを受けら
れなかった年代の女子の感染率が高くなるわけで、もう先送り
はできない。以前からワクチン接種を勧めてきた筆者としては
その重要性を訴える気持ちに揺らぎはない。国としては、ワク
チンの接種勧奨を再開するだけではなく、勧奨中止期間に接
種機会を逃してしまった女子も接種対象者に加える英断が求
められている。 （文責：北村邦夫）

無 声 拝 聴 性感染症の動向
子宮頸がんの原因ウイルスであるHPVを話題に

都医HP・Eメール
■ インターネット ホームページアドレス https://www.tokyo.med.or.jp
■ Eメールアドレス jimu@tokyo.med.or.jp

都医ニュース表紙の写真を募集

〒 101-8328　東京都千代田区神田駿河台 2-5
東京都医師会 広報学術情報課　☎ 03-3294-8821（代）
kouhou@tokyo.med.or.jp

応募・問い合わせ先

本ニュースは毎月、季節にあった都内の写真を表紙に掲載しており
ます。 その表紙写真に、先生が撮影した写真を応募してみません
か？ 東京の感じが出ている写真で、季節感のあるものをお願いし
ます。 本会広報委員会で掲載を決定いたします。 なお、掲載され
た写真は、本会のホームページにも掲載させていただきます。

デジタルカメラやスマートフォンで撮影をした600万画素
以上（横3000×縦2000ピクセル以上）のデジタルデータ
プリントサイズは、横235mm× 縦137.5mm

応募
規定

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先

（公財）日本国際医学協会事務局
世田谷区上馬1-15-3 MK三軒茶屋ビル3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：admin@imsj.or.jp　URL：http://www.imsj.or.jp/

日時▶3月15日（木） 18時～20時
会場▶学士会館2階 202号室（千代田区神田錦町3-28〈駐車場無料〉 TEL 03-3292-5936）

開会挨拶▶石橋健一（（公財）日本国際医学協会理事長）
司会▶山田 明（（公財）日本国際医学協会理事）
〔第1部〕講演①「骨粗鬆症の新しい治療法と予防法」板橋 明（埼玉骨疾患研究センター 所長）

　　　　　　　②「骨粗鬆症―整形外科から」市村正一（杏林大学整形外科 教授）

〔第2部〕感想「自然を見る―超伝導の渦」西田信彦（東京工業大学 名誉教授）

会費▶会員5,000円、非会員6,000円、学生2,000円
取得単位▶日医生涯教育制度1単位（CC：60、77）、（公財）日本薬剤師研修センター認定薬剤
師制度1単位

第433回 国際治療談話会例会「骨粗鬆症」

申
込
・
問
合
先

慈恵医大生涯学習センターまたは慈恵医師会
TEL：03-3433-1111（内線2634・2636）

開催日・内容▶①4月14日（土）「フレイルになると何が悪い？」佐々木信幸（リハビリ科 准教

授）、「フレイルになるのは栄養が悪い！」福士朝子（栄養部 栄養士）②6月9日（土）「皮膚悪性腫
瘍の診断と治療」延山嘉眞（皮膚科 准教授）、「痛みの疾患（骨粗鬆症・関節症）の同時治療のロジッ
クとは―生活習慣病は要注意―」斎藤 充（整形外科 准教授）③11月10日（土）「機能性胃腸症の
診断と治療」猿田雅之（消化器・肝臓内科 教授）、「腸内フローラと消化器疾患」櫻井俊之（消化器・
肝臓内科 助教）④平成31年2月9日（土）「COPDの新しいガイドライン」中山勝敏（呼吸器内科 

准教授）、「肺癌の画像診断」三角茂樹（画像診断部 助教）

注）一部変更する場合があります。

時間▶第2土曜日 16時～18時　　会場▶慈恵大学病院  中央棟会議室（8階）

取得単位▶日医生涯教育制度2単位

平成30年度 慈恵医大月例セミナー
（日本医師会生涯教育講座）

　当組合では、昨年10月に「運営研究委員会」を立ち上げ、保険料の改定に
ついて検討を行ってきました。
　その結果、当組合の安定した運営基盤を確立するため、保険料を改定する
旨の答申書が1月の理事会において報告されました。今後、3月の組合会の議
決を経て、4月より改定となる予定です。
　詳細につきましては、1月発行の組合報215号をご覧ください。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

医師国保からのお知らせ
保険料の改定について

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433 （業務課）
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お茶の水

御茶ノ水駅前 聖橋

順天堂前 外堀通り
丸ノ内線 御茶ノ水駅

千代田線
新御茶ノ水駅

お茶の水橋 聖橋

交番

三楽病院

浜田病院

スターバックス

明治大学
グローバル
フロント

杏雲堂病院

ニコライ堂

丸善

明治
大学
アカデミー
コモン

←至新宿・飯田橋 至秋葉原→
JR御茶ノ水駅

東京都医師会館

1

2

B1 B2

日本医師会生涯教育講座

座
長　

東
京
都
医
師
会
理
事

落　

  

合　

  

和　

  

彦

東
京
女
子
医
科
大
学
内
科
学
第
一
講
座

　
　

主
任
教
授

 

玉  

置     　

淳  

先
生

日
本
大
学
医
学
部
内
科
学
系
呼
吸
器
内
科
学
分
野

　
　

主
任
教
授

橋  

本        

修  

先
生

環
境
因
子
と
呼
吸
器
疾
患

日 時　平成30年3月 8日（木）
　　　午後２時〜５時

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　12、46、73、79
日本内科学会認定総合内科専門医更新単位  2 単位

共催
東 京 都 医 師 会

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

環
境
因
子
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

橋
本
　
修 
先
生

慢
性
の
閉
塞
性
気
道
・
肺
疾
患
で
あ

る
気
管
支
喘
息
（
喘
息
）
と
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
の
診
断
は
、

喘
息
は
小
児
か
ら
成
人
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は

中
年
以
降
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
疾
患

の
病
態
形
成
の
起
源
は
胎
児
か
ら
始
ま

り
、
さ
ら
に
、
生
後
５
年
間
の
気
道
・

肺
の
成
長
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

胎
児
、
特
に
生
後
５
年
間
の
肺
の
成

長
に
環
境
因
子
が
影
響
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
二
酸
化
硫
黄
（
Ｓ
Ｏ
２
）

な
ど
の
硫
黄
酸
化
物
質
（
Ｓ
Ｏ
ｘ

）、

二
酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２
）
な
ど
の
窒
素

酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ
ｘ

）、
粒
子
状
物
質
（
Ｐ

Ｍ
）、
ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
、
酢
酸

エ
チ
ル
な
ど
大
気
中
で
気
体
状
と
な
る

揮
発
性
有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
な
ど

の
大
気
環
境
因
子
へ
の
対
策
が
重
要
で

あ
る
。
本
講
演
で
は
、
タ
バ
コ
煙
を
含

め
た
環
境
因
子
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て

概
説
し
た
い
。

環
境
因
子
と
喘
息

玉
置
　
淳 

先
生

　

喘
息
の
発
症
お
よ
び
病
態
の
進
展
・

難
治
化
に
は
、
遺
伝
子
素
因
に
加
え
て

環
境
因
子
の
関
与
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
特
に
本
疾
患
の
一
次
予
防
、
二
次

予
防
、
三
次
予
防
の
す
べ
て
に
お
い
て

環
境
整
備
が
果
た
す
役
割
は
重
要
で

あ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
因
子
の
中
で
も
影

響
の
大
き
い
も
の
は
屋
内
ア
レ
ル
ゲ
ン

と
大
気
汚
染
物
質
で
あ
り
、
前
者
に
は

チ
リ
ダ
ニ
、動
物
由
来
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
、

真
菌
類
が
あ
り
、
後
者
に
は
窒
素
酸
化

物
（
Ｎ
Ｏ
ｘ

）、二
酸
化
硫
黄
（
Ｓ
Ｏ
２
）、

元
素
状
炭
素
（
Ｅ
Ｃ
）、
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
、
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ

10
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
近
年
、
食
事
環
境
の
影
響
も
あ
っ
て

肥
満
患
者
が
増
加
し
、喘
息
の
重
症
化
・

難
治
化
要
因
の
１
つ
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

本
講
演
で
は
、
喘
息
病
態
に
お
け
る

こ
れ
ら
環
境
因
子
の
関
わ
り
と
対
策
に

つ
い
て
解
説
す
る
予
定
で
あ
る
。

・JR中央・総武線 御茶ノ水駅（御茶ノ水橋出口） 下車徒歩約2分
・東京メトロ丸ノ内線 御茶ノ水駅（2番出口） 下車徒歩約4分
・東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅（B1出口） 下車徒歩約5分

場 所　東京都医師会館　２階講堂
千代田区神田駿河台 2-5
TEL:03-3294-8821（代表）（ ）
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　本年度6月より西東京市医師会長を拝命いたしました。よろし
くお願いします。私たちの医師会は、2001年1月21日に旧田無
市と旧保谷市の合併で西東京市が誕生し、既存の両医師会が協議
の上、2003年4月に設立されました。まだ発足して15年足らず
の医師会ですが、それぞれの医師会の礎を元に、2017年4月に
20万人を超えた西東京市民の健康を守るべく活動しております。
　2003年の両医師会の合併時から理事を、2011年に石田秀世先
生が三代目会長へ就任された時より副会長を務め、この度会長に
就任いたしました。当医師会は6病院、120診療所の医師、合計
278名で組織され、一般社団法人となった2011年よりいろいろ
な公益事業を立ち上げてまいりました。胃がんハイリスク検診、
おたふく・水痘予防接種拡大のための市への寄付事業、後方支援
病床確保事業等、形にした事業は西東京市に引き継がれ、現在も
行われております。特に「胃がんハイリスク検診」は多摩地区で初
めて行われ、異型腺腫を含めたがんの発見数は3年間で73例と驚
くほどの成果が得られ、学会等にも会員により発表させていただ
きました。
　さて、現在20万人を超えた西東京市民のうち、65歳の市民の
占める割合である高齢化率は24.2%です。このうち約半数の2.2
万人が75歳以上という人口構成で、団塊の世代が75歳になる
2025年には32%増加し2.9万人となり、当然介護を必要とする
市民も増加してきます。また東京都の認知症高齢者は2013年で
27万人、2025年に44万人になり、認知症高齢者が増加すれば

介護を必要とする市民が増加、認知症発症を予防することが介護・
福祉資源を有効に使うために重要になります。
　このような背景から、「認知症予防のための聴覚検診」を新たな
事業として、2017年度から開始しました。難聴は以前より認知症
の危険因子と言われておりますが、体系付けられた調査は世界レ
ベルでも報告が少なく、行政単位での試みは初めてです。現在も
検診は進行中で、明確な結果についてお話しできる段階ではあり
ませんが、最高の結果が出ると確信しております。
　また、地域に根ざした包括ケアシステムを構築し、独居の人を
含めた誰でもが人生の最後まで生活できる環境作りを目的に、
2014年に「西東京市医師会在宅療養推進協議会」を立ち上げ、行
政にも参加していただき構築を開始しました。現在は西東京市に
運営主体を移管し「西東京市在宅療養推進協議会」に改名、医師会
員と行政の職員のほか、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、柔道整
復師、介護職員や市民も巻き込み「オール西東京」で協議会を構成
し、その協議会長を私が仰せつかりました。大所帯の細かい調整
をするため、協議会に在宅療養の支援に必要と考えられる「市民
との協働啓発部会」「連携のしくみづくり部会」「在宅療養支援窓口
部会」「受け皿づくり部会」「後方支援病院推進部会」「認知症支援部
会」の6部会をつくり、部会ごとにそれぞれ問題を解決し、協議会
で一つにまとめる形で進めています。このように医療だけではな
く、福祉をも含めた健やかで安らかな市民生活が送れるように活
動を続けていきますので、皆様、ご指導・ご協力ください。

地区医師会長からの一言
西東京市医師会の事業について
西東京市医師会長　指田 純

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
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